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季
節
の
コ
ラ
ム

サクラと千曲川と高社山～豊田地域・上今井より撮影

　
野
山
の
み
ど
り
も
一
段
と
濃
く
な
っ
て
、

花
か
お
る
季
節
が
や
っ
て
き
た
。

　
さ
く
ら
の
花
見
か
ら
始
ま
っ
て
、
そ
の

時
々
の
花
の
名
所
を
巡
る
。

　
そ
ん
な
折
、
名
前
も
知
ら
な
い
可
憐
な
花

に
出
会
う
と
、
お
ま
え
も
頑
張
っ
て
咲
い
て

い
る
な
あ
と
声
を
か
け
て
し
ま
う
。
　

　
今
年
も
、
も
う
す
ぐ
バ
ラ
祭
り
が
始
ま
る
。

　
バ
ラ
は
、
日
頃
の
手
入
れ
が
大
変
と
聞
く
。

お
か
げ
で
、
み
ご
と
な
花
を
堪
能
で
き
る
。

無
心
に
咲
く
花
に
、
こ
こ
ろ
動
か
さ
れ
る
こ

の
頃
で
あ
る
。

あおぞら
　
桜
は
人
の
心
を
捉
え
て
離
さ

な
い
。

　
桜
は
始
ま
り
の
季
節
の
象
徴
。

入
学
に
就
職
、
転
勤
、
不
安
と

緊
張
が
あ
り
つ
つ
も
、
期
待
と

夢
に
心
が
踊
る
。

　
散
る
桜
の
美
し
さ
、
幻
想
的

に
舞
う
姿
に
も
心
惹
か
れ
る
。

日
本
人
は
終
わ
り
の
美
学
を
求
め
る
一
面

が
あ
る
。
「
有
終
の
美
」
。
最
後
の
瞬
間
、

華
や
か
な
完
結
へ
心
を
決
め
る
。

　
開
花
か
ら
散
る
ま
で
ほ
ん
の
１
、
２
週

間
程
度
。
短
い
命
や
儚
さ
、
無
常
や
物
悲

し
さ
に
心
が
揺
れ
る
。

　
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、
来
年
ま
た

桜
に
会
え
る
こ
と
。
永
遠
の
別
れ
で
な
く
、

ま
た
会
え
る
。
樹
木
は
大
き
く
育
ち
、
月

日
が
経
っ
て
な
お
美
し
く
咲
き
誇
る
。
雪
解

け
か
ら
４
月
上
旬
、
桜
の
蕾
に
心
が
弾
む
。

　
始
ま
り
と
終
わ
り
を
繰
り
返
す
様
子
と
、

雄
大
で
美
し
い
姿
は
人
の
心
捉
え
て
離
さ

な
い
。

　
「
文
化
な
か
の
」
の
前
委
員
が
こ
の
３

月
で
任
期
を
終
え
、
こ
の
ほ
ど
、
新
任
の

編
集
委
員
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
桜
と
同
様
、
ひ
と
つ
の
「
季
節
」
を

終
え
、
次
へ
向
い
動
き
始
め
ま
し
た
。
暖

か
な
陽
気
が
続
き
、
世
間
も
暑
い
夏
へ
向

け
て
動
き
は
活
発
で
す
。

　
新
委
員
と
し
て
心
機
一
転
、
先
輩
方
の

作
り
上
げ
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
有
終
の

美
を
飾
る
そ
の
と
き
ま
で
邁
進
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。　

　
　
編
集
委
員
長
　
苅
和
武
史

講
座
体
験
取
材
！
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―
文
化
な
か
の
編
集
委
員
の
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文化なかの編集委員体験取材 灯籠びなをつくって
ひな市に参加しよう

　
子
ど
も
の
こ
ろ
楽
し
み
だ
っ
た
「
ひ
な
市
」
に
、
子
ど
も

達
が
中
央
公
民
館
で
灯
籠
び
な
を
作
っ
て
、
参
加
す
る
と
知

り
「
ホ
ン
ト
な
の
？
」
と
興
味
を
抱
き
、
制
作
風
景
を
取
材

し
て
き
ま
し
た
。(

３
月
中
、
全
５
回
開
催)

　
制
作
は
小
学
校
６

年
生
か
ら
、
１
年
生

の
約
20
名
の
子
ど
も

た
ち
が
、
男
子
、
女

子
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
加

藤
清
正
」
と
「
鯛
の

り
大
黒
」
に
決
定
。

西
町
祭
祀
団
の
指
導

を
受
け
骨
組
み
か
ら

挑
戦
！

　
順
調
に
制
作
が

進
む
女
子
チ
ー
ム

に
比
べ
、
作
業
中

ふ
ざ
け
て
し
ま
う

男
子
チ
ー
ム
は
遅

れ
模
様
。
応
援
に

駆
け
つ
け
た
依
田

先
生
も
叱
咤
激
励

し
つ
つ
、
作
業
に

参
加
。

　
ひ
な
市
当
日
は
、
あ
い
に
く
小
雨
の
降
る
、
肌
寒
い
天

候
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
全
く
気
に
せ
ず
、
元
気
一

杯
に
自
分
達
で
作
り
あ
げ
た
「
灯
籠
び
な
」
を
誇
ら
し

げ
に
担
ぎ
、「
西
町

子
供
灯
籠
び
な
」
と

一
緒
に
行
進
し
ま
し

た
。

　
今
回
、
制
作
を
取

材
し
て
み
て
感
じ
た

こ
と
は
、「
タ
コ
糸

し
ば
り
」「
障
子
紙

は
り
」
な
ど
の
地
道

な
作
業
に
子
ど
も
た

ち
が
興
味
を
示
す
な

ど
「
子
ど
も
は
何
に

興
味
を
示
す
か
予
想

で
き
な
い
」
と
い
う

意
外
性
が
新
鮮
で
あ

り
、
楽
し
く
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
学

校
も
学
年
も
異
な
る

子
ど
も
た
ち
が
、
同

じ
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
、
年
長
者
が

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、

一
致
団
結
し
制
作
に

あ
た
る
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

　
最
後
に
、
子
ど
も

た
ち
の
「
目
標
を
達

成
し
よ
う
と
す
る

姿
」
そ
し
て
「
笑
顔
」

が
素
晴
ら
し
い
も
の

だ
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

骨組み同士をタコ糸で縛り、セメダイン
で固定。

楽しいから講師の説明にも真剣

組みあがった骨組みに、障子紙を張る
作業。指導にも熱が入ります！

制作が順調な女子チーム
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大
字
永
江
の
西
寄
り
に
涌
井
・

親
川
・
梨
久
保
の
集
落
が
あ
る
。

併
せ
て
西
組
と
よ
ん
で
い
る
。
こ

の
一
帯
は
水
の
宝
庫
で
何
処
を
掘

っ
て
も
水
が
出
る
。
山
に
は
「
山

の
神
」
が
お
ら
れ
る
が
、
西
組
山

麓
に
は
山
の
神
と
「
水
の
神
」
が

同
居
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
が
こ

の
地
区
の
特
色
か
と
思
わ
れ
る
。

　
水
神
に
は
「
ご
う
ろ
穴
水
の
水

神
さ
ん
」
「
ま
だ
ろ
う
七
曲
池
の

弁
天
さ
ん
」
「
ま
だ
ろ
う
大
池
の

弁
天
さ
ん
」
「
い
ず
れ
池
の
弁
天

さ
ん
」
「
涌
井
の
水
神
さ
ん
」

「
梨
久
保
よ
り
の
ふ
と
こ
ろ
石
の

水
神
さ
ん
」
等
が
あ
る
。
中
で
も

「
ま
だ
ろ
う
大
池
」
は
規
模
が
大

き
く
、
貯
水
量
は
７
４
２
万
㎥
と

多
く
弁
天
島
も
あ
る
。

　
「
い
ず
れ
池
」
は
滾こ

ん

々こ
ん

と
湧
く

水
の
鼓
動
と
、
水
の
踊
り
は
見
聞

に
値
す
る
。
水
神
は
皆
女
性
で
弁

財
天
、
水み
ず

浪は

能の

賣め

命の
み
こ
と、

壇
山
能
姫

命
が
お
ら
れ
る
。
湧
井
の
水
神
は

「
天
あ
め
の

水み
ず

波は

能の

賣め

神の
か
み」

と
刻
ま
れ
て

い
る
。
上
に
天
、
下
に
神
の
字
が

つ
い
て
い
る
。
当
時
の
村
長
、
北

澤
重
五
郎
さ
ん
は
、
村
の
水
道
の

成
功
は
神
の
御
加
護
に
よ
る
も
の

と
感
謝
し
碑
に
、
天
と
神
の
尊
称

を
入
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
斑
山
一
帯
の
原
風
景
は
、

高
野
辰
之
博
士
作
詞
「
故
郷
」
に

歌
わ
れ
て
い
る
。
山
は
青
き
故
郷
。

水
は
清
き
故
郷
。
こ
こ
は
故
郷
の

故
郷
で
あ
る

　
　
　
小
林
　
修
一

　
西
組
分
館
は
中
野
市
の
北
西
に

あ
る
斑
尾
山
の
ふ
も
と
集
落
で
親

川
、
梨
久
保
、
涌
井
の
三
地
区
で

構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯
数
七
十
一

戸
、
人
口
百
八
十
名
の
小
さ
な
分

館
で
す
。

　
以
前
に
は
、
子
ど
も
た
ち
も
若

者
も
大
勢
い
た
の
で
旧
豊
田
村
公

民
館
主
催
の
行
事
、
分
館
主
催

の
行
事(

文
化
祭
、
雪
上
運
動
会
、

雪
像
造
り
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
等)

も
盛
大
に
、
で
き
ま
し
た
。

　
時
代
の
流
れ
に
よ
り
地
域
の
小

学
生
も
年
々
少
な
く
な
り
、
現
在

は
三
名
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
市
公

民
館
主
催
の
行
事
に
さ
え

満
足
に
参
加
で
き
な
い
状

況
で
す
。

　
そ
ん
な
中
で
、
昨
年
度

は
何
と
か
地
域
の
活
性
化

を
図
る
よ
う
に
カ
ラ
オ
ケ

大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

果
た
し
て
ど
の
く
ら
い
の

人
が
参
加
す
る
か
心
配
し
ま
し
た

が
、
カ
ラ
オ
ケ
教
室
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
三
十
六
名
の
参
加
者
が

あ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
分
館
事
業
計
画
作
成
に
あ
た
り
、

人
集
め
の
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
現
実

に
お
い
て
三
地
区
が
足
並
み
揃
え

て
行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
す
。

西
にし

組
ぐ み

分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

西
組
の
水
神
さ
ん

　
三
月
三
十
一
日
、
四
月
一
日
の

両
日
、
第
二
十
七
回
中
野
市
民
書

道
展
を
中
央
公
民
館
講
堂
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
例
年
、
市
内
の
小
中
学
生
、

書
道
愛
好
者
や
市
内
の
書
道
グ

ル
ー
プ
に
所
属
さ
れ
て
い
る
皆
様

の
作
品
が
一
堂
に
会
す
本
書
道
展

に
、
今
年
度
出
展
さ
れ
た
方
は

百
七
十
九
人(

一
般
の
部
　
四
十
六

人
、
小
中
学
生
の
部
　
百
三
十
三

人)

。
そ
の
中
か
ら
、
八
十
四
人
の

皆
さ
ん
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
の
部
で
特
選
と
秀

作
に
入
選
さ
れ
た
方
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。

第
27
回
中
野
市
民
書
道
展

今年も力作が出展されました

斑尾大池と弁天島

 [

中
央
公
民
館
長
賞]

　
　
池
　
田
　
初
　
子

 [

如
水
会
長
賞]

　
　
白
　
井
　
和
　
美

 [

特
　
選]

　
　
小
　
林
　
和
　
代

　
　
下
　
村
　
登
志
子

　
　
黒
　
川
　
洋
　
子

 [

秀
　
作]

　
　
阿
　
部
　
直
　
美

　
　
島
　
田
　
喜
勢
子

　
　
田
　
中
　
　
　
悟

　
　
荒
　
井
　
二
三
子

　
　
田
　
川
　
八
重
子
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今月の伝言板
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お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 中 央 公 民 館
☎ 2 2 - 2 6 9 1   ㈲ 20691

中央公民館から
■地域学習「ふるさと歴史探訪」
　地域の文化や歴史を、実際に訪ね歩く講座です。
地域の個性を再発見してみませんか。
＜今年度の予定＞
　５月20日（火）替佐城址
　５月27日（火）谷街道・西間～西町入口
　６月10日（火）千曲川通船の港
　６月25日（水）高遠山古墳　　
　７月９日（水）柳沢古墳
時　間　午前10時～12時　受講料　無料
定　員　30名程度　　
申込み　５月８日（木）から受付を開始します

■気軽にハイキング
　運動不足解消も兼ねて、自分のペースで新緑の季
節を感じてみませんか。親子での参加も大歓迎！
日　時　
(１回目)５月31日(土)８時30分　中央公民館　集合
　　　(コース、約８キロ)中央公民館～中山晋平記
　　　念館～ぽんぽこの湯(10時30分頃到着)
　　　にて解散
　　　　※帰りのバス時刻　11時35分、2時45分
　　　　※雨天時については、６月７日に(土)に延
　　　　　期とします
(２回目)６月15日(日)８時30分　中央公民館　集合
　　　(コース)約８～10キロ程度のコースを参加者
　　　と一緒に企画する予定
　　　　※雨天時については、６月22日(日)に延期
　　　　　とします
参加費　保険料として200円　　定　員　25名
持ち物　飲料水、ハイキングが可能な服装
申込み　５月12日(月)から受付を開始します

■なかの21市民講座の推進委員を募集します
　平成20年度「なかの21市民講座」の企画、推進
してくださる方を募集します。
　本講座は「これからをいかに生きるべきか」足元
から課題を見つけ、問い深めていくことを目標にし
ています。テーマの設定、講師選任、学びの形式や
方法について、ご検討していただける方を募集いた
しますので、中央公民館までご連絡下さい。

■家庭教育学級「たのしんで子育て」
　子育ての悩みや不安は、誰もが抱えていること。
子育て真っ最中のご家族みんなで子育てについて学
びあい、仲間同士のコミュニケーションを図ってい
ただく場としてお気軽にご参加ください。
　６月12日（第１回目）は、「おもいっきり親子体
操・あそび」を予定しています。
日　時　６月12日（木）～11月上旬（全９回予定）
　　　　午前10時～11時30分　　
定　員　20名
場　所　中央公民館　ほか　　　
内　容　子育ておしゃべり会、幼児食作り、ヨガ
　　　　子育てについての講演など
対　象　育児中の方、これから育児をされる方
受講料　無料(食材費等の実費負担あり)
申込み　５月20日(火)から受付開始します。

■生きがいづくり講座「料理教室」
　毎日の食卓にいかせるような、家庭料理を中心に
学んでいただく調理実習の教室です。
日　時　６月20日、７月18日、９月19日、10月17日
　　　　11月21日、12月19日 いずれも第３金曜日
　　　　(全６回)午前９時30分～12時30分
場　所　中央公民館　料理実習室
講　師　上野マリ子管理栄養士　
定　員　36名
受講料　無料(ただし、食材費として3,000円)
申込み　５月20日(火)から受付開始します。

■教養講座「源氏物語を読み味わう」
　源氏物語の美しい言葉に触れて、いにしえの世界
へ想いを馳せてみませんか。
日　時　６月24日(火)、７月１日(火)、４日(金)
　　　　15(火)、25(金)、29(火)
　　　　全６回　午前10時～11時45分
講　師　信州大学名誉教授　滝澤　貞夫 先生
内　容　第九巻「葵」から
場　所　中央公民館　３階　講堂
申込み　５月12日(月)から受付を開始します
受講料　無料　　
定　員　50名
持ち物　『葵』の原文が書かれている本をお持ち下
　　　　さい。

５月の展示コーナー

き  り  絵  展
内　容　中野きりえの会の作品展示　　
場　所　中央公民館１階 展示コーナー



５ 文化なかの /08.5

豊田公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 豊 田 公 民 館
☎ 3 8 - 2 9 2 2

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 北 部 公 民 館
☎ 2 6 - 0 6 7 7   ㈲ 28878

北部公民館から

日　時

場　所

申込み

講　師 信濃毎日新聞社読者センター長　津金 直行 先生

中　 央 　公 　民　 館
☎ 2 2 - 2 6 9 1   ㈲ 20691

中 央 公 民 館 講 堂   
５月17日㈯ 午前10時～11時30分

内　容
　分館報、サークル誌など
の作り方をプロの視点でア
ドバイスします。どなたで
もお気軽にご参加下さい。

今月の伝言板
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■高齢者学級
　　「あの頃・あの時の歌」
　時代を代表する歌の合唱と、その頃の思い出のお
話を聞きながら懐かしみましょう。
日　時　５月15日(木) 午後１時30分～３時30分まで
場　所　豊田文化センター　受講料　無料
内　容　合唱と昔懐かしいお話
講　師　神田　加奈登　先生
申込み　不要

■生きがいづくり講座｢ノルディックウォーキング｣
　通常のウォーキングに比べ、エネルギー消費量が
20%ＵＰし、肩こり解消などの効果が期待できます。
日　時　５月26日(月)　午後１時30分～３時30分頃
場　所　北部公民館　　定　員　20名
講　師　服部　正秋　先生
受講料　無料　
持ち物　運動のできる服装、運動靴、飲物
申込み　５月15日(木)午前９時から受付開始

■教養講座
　　「はじめてのテーブルガーデニング」
　自分だけのオリジナルグリーン、造ってみませんか。
日　時　５月20日、６月３日、６月17日（計３回）
　　　　午前10時から正午まで
場　所　豊田文化センター
講　師　碓井　智子　先生
受講料　教材費として3,000円徴収
定　員　14名
　　　　（定員になり次第締切）
持ち物　エプロン、新聞紙、はさみ、
　　　　筆記用具、薄手のゴム手袋、
　　　　作品を持ち帰る箱など
申込み　豊田公民館へ

分館報づくり講習会

≪今月号の表紙の写真≫
平成20年４月20日　小林　弘 撮影

■生きがいづくり講座「郷土の歴史講座」
　中野市北部地域の身近な事柄をテーマにして、
楽しくわかりやすく、その歴史をひもときます。
日　時　初回　６月10日(火)
　　　　毎月第２火曜日　午後７時～８時30分
場　所　北部公民館　定　員　30名
講　師　高井地方史研究会　徳永 泰男 先生ほか
受講料　無料　
申込み　６月４日（水）まで(以降、随時受付ます)
■家庭教育学級「子育ていきいきサロン」
　子育て中の方、子育てに関心のある方が楽しく
学び話し合うサロンです。情報交換やお友達づく
りの場として気軽にご参加ください。
日　時　６月11日(水)～９月まで　午前10～正午
　　　　(全７回　毎月第２・４水曜日)
場　所　北部公民館　定　員　20名　
参加料　無料(食材費等の実費負担あり)
内　容　子育てについての講演、幼児食づくり、
　　　　リフレッシュ体操・赤ちゃん体操など(予定)
対　象　子育て中の方、子育てに関心のある方
申込み　５月19日(月)から受付開始
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大人も子どもも楽しめる創作民話
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『天狗雨』 『おこんじょうるり』
てん　ぐ　あめ

[１５分 ] [５０分 ]

とき

入場料

ところ
対象

平成20年５月25日㈰

無料（ただし入場整理券が必要です）

午後１時30分 開場　午後２時 開演
中野市中央公民館 講堂
こども（４歳以上）～おとな

入場整理券取扱　中央・北部・西部・豊田公民館
　　　　　　　　市立図書館・高野辰之記念館
　　　　　　　　北部・中央・豊田子育て支援センター
　　　　　　　　子どもセンター

主催　中野市中央公民館　「ぼっこの会」を呼ぼう会
問い合わせ　中野市中央公民館　電話0269-22-2691　㈲20691


